
北
大
阪
商
工
会
議
所
報

6
月
号  

第615

号

昭
和
44
年
４
月
22
日
　
第
３
種
郵
便
物
認
可

令
和
4
年
6
月
１
日
発
行（
毎
月
１
日
発
行
）　

発
行
所
／
北
大
阪
商
工
会
議
所
・
枚
方
市
車
塚
１
丁
目
１
│
１
　
輝
き
プ
ラ
ザ「
き
ら
ら
」６
Ｆ

　
　
　
　
　
　
枚
方
市
立
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
内
　
　
　
電
話
0
7
2
│

８
４
３
│

５
１
５
１

■
印
刷
所
／
ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

定
価
　
　二
〇
〇
円

購
読
料・消
費
税・送
料
共
会

費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す

https://www.daicolo.co.jp
大阪本社／〒573-1132 枚方市招提田近２-８ Tel.072-850-0771㈹　東京支社／札幌支店／仙台支店／名古屋支店／広島支店／福岡支店 ISO14001：2015 大阪本社・工場

スクールアルバムで培った高品質印刷
ご満足いただけるデザインを提案
地域密着ならではのきめ細やかな対応

ダイコロなら

枚方・交野・寝屋川 エリア限定

（例） チラシ／A4サイズ／片面カラー／1,000枚 ＠9.5円（税込＠10.45円）〜

企画からデザイン、印刷・納品までトータルにサポート！！

072-867-3436
ダイコロ株式会社 大阪本社営業２課

印刷物・ノベルティ商品
制作キャンペーン

・ヒアリング ・ご提案 ・撮影 ・編集 ・デザイン ・印刷 ・製本 ・配送
企画 デザイン 印刷・納品

お気軽に
お問い合わせ
ください
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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：‌�ツグ アンド カンパニー株式会社今月の表紙：‌�ツグ アンド カンパニー株式会社

北大阪商工会議所
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

６
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自社一貫生産を実現
エムケイ産業

当社では、物流コストや時間・労力のロスなど一切の無駄を大幅に軽減し、大手メーカーより購入した高品質の原反をもとに、
スライス加工・粘着加工・裁断・打抜き・検査・梱包・出荷までの一貫生産体制をとっております。

また、これにより全行程をトータルに管理できるため、よりきめの細かなニーズ対応と品質管理を実現することができます。

精度に
自信あります！

小ロット・短納期も
ご相談下さい。

コストパフォーマンスに
自信があります！

フィルム加工から
大型スポンジの加工まで
対応致します

常に品質向上に
努めています

近郊なら自社便での
配送も致します

スライス1

断　裁3

検　査

エムケイ産業株式会社 〒573-0137 大阪府枚方市春日北町1-３-1
TEL：072-858-5533

5

粘　着2

打ち抜き4

梱包・出荷6

ISO9001　ISO14001　OHSAS18001　認証取得

0.2mmからスライス可能です。
他社では出来ないスライス加工も
ご相談下さい。
スライス機２種類　計６台完備

テーパーカットや手加工（特殊形
状）も可能です。13台（国内最大
級）の台数で短納期対応も可能。
即日加工等（加工内容によって異
なる）もお任せ下さい。

クリーンルーム（クラス 10000）
２部屋完備し、電子顕微鏡・ダ
イヤルゲージ等で0.01mm単位
での検査出来ます。
また高精度の張り合わせ等も検
査含め可能です。

単板の粘着加工からRoll to Roll
の粘着も可能です。ガスが出やす
く粘着が困難なスポンジに対して
もエムケイ独自の恒温槽で養生
するので、強力粘着が可能です。

ハーフカットにも対応しています。
大型自動機（M幅）・自動機５台・油
圧機４台・ロール機１台を完備！
クリーンルームでの打ち抜きも
可能です。

個梱包・専用ケース等ご希望に
沿って梱包・配送します。
お客様のニ－ズに合わせた現品
票貼りも対応しています。
ご希望等がございましたら気軽に
ご相談下さい。
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Nijiriguchiの躙り口

　今回のNijiriguchiの主人公は、
寝屋川市で企業や商品のブランド
プロモーションなどを行うツグ ア
ンド カンパニー株式会社の代表取
締役、盛田清人氏（58歳）だ。盛
田氏は、元三洋電機ラグビー部で
活躍したラガーマン。引退後は、
同社の宣伝やブランド戦略などの
部署で、テレビCMやイベントの
企画・制作などに携わったPRの
スペシャリストだ。その後、首
都圏のスーパーや大阪の靴下総
合企業でマーケティングの責任者
を歴任し、2015年に独立。地元
の寝屋川市で創業した。現在は、
本業である「ブランドプロモー
ション事業」、義兄から引き継い
だヘアーサロンなどを経営する

「ビューティー事業」、そして、プ
ロラグビー選手の長男・盛田 志

（こころ）氏と、７人制ラグビー日
本代表に選出されている次男・盛
田 気（ちから）氏のプロモーショ
ンなどを行う「ラグビー事業」の
３つの事業を多角的に経営してい
る。一見すると、３つの事業は全
く関連性がないようにも思える
が、実は、根底にある思いは同じ
だという。盛田氏が目指すものは、

「お客様の個性を最大限発揮させ
る魅力づくりに貢献し、ハッピー
を届けること」。今回はそんな盛
田氏の根底を探る。

（詳しくは13頁）
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Feature

　
い
つ
の
時
代
も
社
会
が
閉
塞
感
に
満
ち
て

く
る
と
求
め
ら
れ
て
き
た
の
は
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
だ
。
イ
ギ
リ
ス
の
清
教
徒
革
命

（
1
6
2
8
年
）で
は
、
王
の
絶
対
的
権
力
を

盾
に
し
た
重
い
税
制
に
反
発
し
、
国
民
の
基

本
的
人
権
を
要
求
、
内
乱
の
結
果
、
市
民
勢

力
が
勝
利
し
、
今
も
続
く
共
和
制
の
国
と

な
っ
た
。
こ
の
革
命
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ

ン
ス
と
続
く
。
18
世
紀
半
ば
か
ら
19
世
紀
に

か
け
て
こ
の
社
会
的
な
革
命
と
同
時
に
イ
ギ

リ
ス
で
は
、
産
業
の
変
革
と
石
炭
利
用
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
、
そ
れ
に
と
も
な
う
社

会
構
造
の
変
革
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
一
連
の

出
来
事
を
産
業
革
命
と
言
う
。
産
業
革
命
で

は
、
そ
れ
ま
で
主
産
業
で
あ
っ
た
繊
維
工
業

の
技
術
革
新
、
製
鉄
業
の
成
熟
、
蒸
気
機
関

の
発
明
及
び
鉄
道
の
整
備
に
よ
っ
て
こ
れ
ま

で
の
経
済
環
境
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
真
っ
只
中
、
フ
ラ
ン

ス
を
視
察
中
で
あ
っ
た
徳
川
慶
喜
一
行
に
渋

沢
栄
一
も
参
画
し
、
世
界
初
の
国
際
博
覧
会

で
あ
る
パ
リ
万
博
や
急
成
長
す
る
鉄
道
債
を

始
め
と
し
た
株
式
の
仕
組
み
、
カ
ネ
×
ヒ
ト

×
モ
ノ
×
ア
イ
デ
ア
の
仕
組
み（
サ
ン
・
シ

モ
ン
主
義
）な
ど
、
様
々
な
産
業
の
種
を
我

が
国
に
持
ち
帰
り
、
今
も
日
本
経
済
を
牽
引

す
る
5
0
0
社
を
超
え
る
企
業
や
商
工
会
議

所
の
設
立
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
っ

た
。
い
ず
れ
も
裏
の
立
役
者
は
商
人
、
今
で

言
う
企
業
経
営
者
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
現
在
、
人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
、
我
が
国
を
取
り
巻

く
環
境
は
閉
塞
感
に
満
ち
て
い
る
。
今
こ
そ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
政

府
が
打
ち
出
す
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

政
策
に
基
づ
く
Society5.0を
始
め
と
し

た
一
連
の
戦
略
は
、
そ
の
危
機
感
の
表
れ
に

過
ぎ
な
い
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
ば
、
そ
れ
を
起

こ
す
人
々
は
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い

る
の
が
「
起
業
家
」。
起
業
家
は
英
語
に
訳
す

と
Entrepreneur（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
）で

フ
ラ
ン
ス
語
の
entrepreneur（
ア
ン
ト
ル

プ
ル
ヌ
ー
ル
）に
由
来
し
て
い
る
。
産
業
革

命
の
頃
に
多
用
さ
れ
た
言
葉
だ
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
閉
塞
感
を
打
ち
破
る

よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ
な
い
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
に
つ
い
て
深
掘
り
し
た
い
。

Entrepreneur（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
）と
は

　

広
義
で
は
起
業
家
全
般
を
指

す
。
ま
た
、
起
業
家
の
枠
に
留
ま
ら
ず

Entrepreneurship（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
）を
発
揮
で
き
る
人
材
や
経
営
者
を

指
す
場
合
も
あ
る
。

　

Entrepreneurship（
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
）と
は
、
日
本
語
で
は
「
起
業

家（
企
業
家
）精
神
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
起
業
す
る
人
に
特
有
の
資
質
で
あ
る
と

誤
解
さ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
は
新
し
い
事
業

を
創
造
し
、
リ
ス
ク
に
挑
戦
す
る
姿
勢
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
で
求
め
ら
れ
る
、
精

神
と
言
う
よ
り
は
、「
起
業
家
的
行
動
能

力
」
と
訳
す
こ
と
が
、
よ
り
基
本
概
念
に
近

い
。
先
述
の
通
り
、
そ
の
語
源
は
フ
ラ
ン
ス

語
の
entrepreneur。
東
西
貿
易
が
盛
ん

で
あ
っ
た
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
時
代
に
生
ま
れ
た

entreprendreと
い
う
動
詞
か
ら
派
生
し
、

当
時
は
「
仲
買
人
」
を
意
味
し
て
い
た
。
そ

し
て
そ
れ
を
経
済
学
者
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー

（
Shum
peter,J.A
.1
8
8
3-

1
9
5
0
）

が
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
当
事

者
」
を
指
す
経
済
的
用
語
と
し
て
定
義
し

た
。
そ
の
後
、
経
営
学
者
の
ド
ラ
ッ
カ
ー

（
D
rucker,P.F.1
9
0
9-

2
0
0
5
）が
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
武
器
と
し
て
、
変
化

の
な
か
に
機
会
を
発
見
し
、
事
業
を
成
功

さ
せ
る
行
動
体
系
」「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
と
言
う
言
葉
は
、
経
済
の
世
界
で
生

ま
れ
は
し
た
も
の
の
、
経
済
の
領
域
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。」「
人
間
の
実
存
に

関
わ
る
活
動
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
人
間
活
動
に

適
用
さ
れ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
原
理
と
方
法
は

誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。」「
社
会
的

機
関
も
む
し
ろ
企
業
以
上
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。」
と
再
定
義

し
、
そ
の
概
念
を
一
般
に
広
め
た
。

　

で
は
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝

革
新
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
た
だ
社
会
や
仕
組
み
を

変
え
る
＝
変
革
す
れ
ば
い
い
と
言
う
話
で
は

な
い
。
変
革
に
は
良
い
意
味
で
改
善
さ
れ
る

場
合
も
あ
れ
ば
、
悪
い
意
味
で
改
悪
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
う
る
か
ら
だ
。
悪
い
方
向
へ
進

む
の
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

や
舞
台
の
背
景
、
歴
史
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
か
ら
社
会
構
造
ま
で
、
あ
る
程
度
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
タ
ダ
で
さ
え
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
革
新
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
社
会

実
験
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
や
っ
て
み
な

く
て
は
誰
に
も
そ
の
結
果
を
見
通
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
少
し
で
も
成
功
率
を
上
げ
る
た

め
に
、
そ
れ
な
り
の
予
備
知
識
と
思
考
力
が

求
め
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
ま
っ
た
く
飲
食
店
が
な
か
っ
た

地
域
に
ポ
ツ
ン
と
喫
茶
店
を
作
れ
ば
、
繁
盛

も
す
る
し
、
喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

地
域
の
た
め
に
お
店
を
開
こ
う
と
決
意
す
る
。

し
か
し
開
店
し
て
も
一
向
に
客
が
来
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
苦
情
ま
で
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
何
が
悪
か
っ
た
の
か
。
よ
く
あ
る
失
敗

例
だ
。
多
く
の
場
合
、
こ
れ
は
お
店
の
コ
ン

セ
プ
ト
と
そ
の
地
域
の
住
民
ニ
ー
ズ
や
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
の
ズ
レ
か
ら
生
じ
て
い
る
。
予
備

知
識
と
思
考
が
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
し
か
し
う
ま
く
い
っ
て
い
れ
ば
、
高
齢

化
し
た
地
域
住
民
か
ら
も
愛
さ
れ
、
若
い
人

も
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
賑
わ
い

が
生
ま
れ
た
と
い
う
ア
ナ
ザ
ー
ス
ト
ー
リ
ー

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
な
れ
ば
立
派
な
地

域
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　

こ
の
例
え
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
り
、

業
種
や
フ
ィ
ー
ル
ド
を
変
え
て
み
た
り
す
れ

ば
、
世
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
当
て

は
ま
る
こ
と
は
多
い
。

　

例
え
ば
、
今
の
よ
う
な
パ
ソ
コ
ン
が
な

か
っ
た
時
代
に
ア
ッ
プ
ル
を
創
業
し
た
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

の
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
な
ど
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

は
社
会
実
験
で
あ
っ
た
。
し
か
し
た
だ
の
当

て
ず
っ
ぽ
う
で
は
な
い
。
当
時
の
社
会
情
勢

を
把
握
し
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
す
る
た
め
に

必
要
な
も
の
を
仮
説
を
立
て
て
国
と
共
に
検

証
し
た
結
果
大
き
な
成
果
を
残
し
た
。
今
で

は
当
た
り
前
に
な
っ
た
S
N
S
も
マ
ー
ク
・

ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
が
大
学
生
の
時
に
学
生
の

ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
学
生
と
学
生
を
繋
ぐ

今
ま
で
に
な
い
実
験
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
開
発
し
た
Facebookは
今
や
世
界
中
の

24
億
人
の
ユ
ー
ザ
ー
を
抱
え
る
巨
大
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
た
。「
最
大
の
リ
ス
ク

は
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。」

と
い
う
彼
の
言
葉
は
ま
さ
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
体
現
し
て
い
る
。

ど
う
す
れ
ば
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
が

身
に
つ
く
の
か

　

日
本
は
他
国
と
比
較
し
て
起
業
率
や

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
素
養
を

持
っ
た
人
材
が
少
な
い
こ
と
が
G
lobal 

Entrepreneurship 

M
onitor等
の
国
際

的
な
調
査
結
果
が
あ
る
。
調
査
結
果
の
中
で

は
学
校
教
育（
特
に
初
等
・
中
等
教
育
）で
の

学
習
経
験
の
少
な
さ
が
大
き
な
要
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
は
、
働
く
上
で
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

中
で
も
重
要
な
能
力
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
な
が
ら
、
我
が
国
の
学
校
教
育
で
は
殆

ど
実
践
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

産
業
革
命
発
祥
の
地
で
あ
る
E
U
で
は
、

早
い
段
階
か
ら
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
と
っ
て
、
重
要
な
能

力
の
一
つ
で
あ
り
、
個
人
の
成
長
や
、
積
極

的
な
市
民
性
、
社
会
参
画
や
雇
用
可
能
性
を

高
め
る
」
と
し
て
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、
人
材
育
成
の
強
化
と
起
業
環
境
の
整
備

の
た
め
の
行
動
計
画
を
定
め
、
初
等
か
ら

高
等
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
の
実
践
を

推
進
し
て
い
る
。
2
0
1
6
年
に
は
、
T
he 

Entrepreneurship 

C
om
petence 

Fram
e 

W
orkを
公
開
。
学
校
教
育
の
中

で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
育
成
す
る
か

に
つ
い
て
、
そ
の
能
力
要
素
を
明
確
に
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
指
導
者
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
一
般
的
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
に
は
、
次
の
よ
う
な
ス
キ
ル
や
精

神
を
備
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

「
リ
ス
ク
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
」

「
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
」

「
解
決
し
た
い
社
会
課
題
が
あ
る
」

「
ア
イ
デ
ア
に
対
す
る
自
信
」

「
優
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」

「
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

  

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
創
造
性
」

「
人
脈
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
力
」

「
学
び
続
け
る
意
欲
」

「
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

　
近
年
で
は
日
本
で
も
文
部
科
学
省
の
次
世

代
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
事
業
や
大
学
の

専
攻
コ
ー
ス
、
専
門
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

等
で
能
力
を
訓
練
す
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

は
、
現
実
的
に
考
え
る
と
、
既
に
経
営
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
は
時
間
や
経
済

的
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
な
か
な
か
億
劫
な

方
法
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
現
在
の
経
営
を

通
し
て
実
践
の
中
で
身
に
付
け
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
本
音
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ご
存
じ
で
す
か
？
商
工
会
議
所
の
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
資
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Y
E
G
」

　
Y
E
G
と
は
「
Young 
Entrepreneurs 

G
roup」
の
略
で
、
商
工
会
議
所
青
年
部
の

こ
と
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
商
工
会
議
所
流

の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
資
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
実
践
を
通

し
て
学
べ
る
だ
け
で
な
く
、
活
動
を
通
じ
て

経
営
者
た
ち
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
が
で
き
る

こ
と
を
売
り
と
し
て
い
る
。

　

商
工
会
議
所
青
年
部（
Y
E
G
）の
目
的

は
、
次
代
の
地
域
経
済
を
担
う
青
年
経
済
人

の
相
互
研
鑽
の
場
と
し
て
、
ま
た
資
質
向
上

と
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
企
業
の

発
展
と
豊
か
な
地
域
経
済
社
会
を
築
く
こ
と
。

Y
E
G
活
動
の
中
心
は
、
企
業
経
営
の
勉
強

の
場
で
あ
り
、
交
流
を
通
じ
て
企
業
の
発
展
、

青
年
経
済
人
の
立
場
か
ら
企
業
や
地
域
を
取

り
巻
く
諸
課
題
解
決
の
た
め
の
意
見
・
建
議

活
動
の
実
施
な
ど
幅
広
い
。

　
令
和
２
年
４
月
現
在
、
全
国
4
7
0
カ
所

の
商
工
会
議
所
に
設
置
さ
れ
、
日
本
Y
E
G

加
入
青
年
部
は
4
1
5
カ
所
を
数
え
る
。
そ

の
中
で
も
特
に
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
青
年

部
は
全
国
一
の
規
模
を
誇
る
。
北
大
阪
地
域

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
牽
い
て
は
自
社
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
是
非
参
画
い

た
だ
い
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
当
所
Y
E
G
の
活
動
内
容
は
、
当
誌
で
も

「
青
翔
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
毎
月
見
開
き

２
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
回
の
「
青
翔
」
は
当
所
久
門
会
頭
と
青
年

部
柿
丸
新
会
長
の
対
談
だ（
３
～
６
頁
）。
こ

ち
ら
も
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　



令
和
４
年
４
月
22
日
の
定
時
総
会
を
経

て
、
令
和
４
年
度
北
大
阪
Y
E
G
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭 

久
門
哲
男
様
と
北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年

部 

令
和
４
年
度
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
第
41
代
会
長 

柿
丸 

裕
君
と
の
対
談
を

お
届
け
致
し
ま
す
。

柿
丸
青
年
部
会
長
：
本
日
は
お
忙
し
い
と

こ
ろ
、
貴
重
な
お
時
間
を
頂
戴
し
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部

定
時
総
会
に
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
も
落

ち
着
き
切
ら
な
い
中
、
会
場
ま
で
お
越
し

頂
き
ま
し
た
。
力
強
い
応
援
の
ご
祝
辞
を

頂
戴
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

久
門
会
頭
：
ご
就
任
、
心
か
ら
お
喜
び
と

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
北
大
阪

商
工
会
議
所
活
動
に
対
す
る
青
年
部
の
皆

さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
々
会
員
数
が
増
加
し
て
い
る
北
大
阪

商
工
会
議
所
青
年
部
で
す
が
、
令
和
４
年

度
も
4
0
0
名
近
く
の
会
員
数
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
頼

も
し
く
、
柿
丸
会
長
と
の
対
談
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

柿
丸
青
年
部
会
長
：
こ
ち
ら
こ
そ
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
過
分
な
お
言
葉
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
も
、
令
和
２
年
度
に
続
い

て
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
加

藤
直
前
会
長
の
熱
い
思
い
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
そ
の
時
に
で
き
る
最
大

限
の
形
で
事
業
を
実
施
し
、
メ
ン
バ
ー
に

機
会
を
提
供
し
よ
う
と
奮
闘
し
た
一
年
で

し
た
。
い
く
ど
も
悩
ま
し
い
決
断
を
迫
ら

れ
な
が
ら
、
令
和
３
年
度
を
完
走
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
数
も
全
国
一
位

と
な
り
、
今
年
度
も
3
7
0
名
と
、
多
数

の
仲
間
と
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
ひ
と
え
に
久
門
会
頭
を
は
じ
め
と
す

る
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
皆
様
の
青
年
部

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
で
あ

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和

４
年
度
も
、
商
工
会
議
所
の
一
翼
を
担
う

青
年
経
済
人
と
し
て
、
青
年
部
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

久
門
会
頭
：
北
大
阪
商
工
会
議
所
は
、
令

和
４
年
度
、「
企
業
の
発
展
に
貢
献
し
、

管
内
三
市
の
未
来
を
と
も
に
創
造
す
る
」

～
商
工
会
議
所
の
二
つ
の
使
命
「
中
小
企

業
の
活
力
強
化
」・「
地
域
の
活
性
化
」
を

原
点
に
～
を
掲
げ
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
経
済
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
に
よ

る
ダ
メ
ー
ジ
や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。
今
後
も
警
戒
感
を
強
く
持
ち
な

が
ら
成
長
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
青
年
部
の
活
発
な
活
動
が
商
工
会
議
所

の
地
域
に
お
け
る
存
在
感
を
増
し
、
地
域

事
業
者
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
商
工
会
議
所

で
あ
る
こ
と
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。　

柿
丸
青
年
部
会
長
：
北
大
阪
商
工
会
議
所

青
年
部（
以
下
北
大
阪
Y
E
G
）は
本
年
度
、

創
立
40
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
会
長
研
修
会
の
主
管
を

控
え
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
伝
統
と
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
全

国
規
模
の
大
会
を
預
か
る
責
任
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

久
門
会
頭
：
本
年
度
は
、
周
年
事
業
だ
け

で
な
く
、
全
国
会
長
研
修
会
と
い
う
日
本

Y
E
G
の
事
業
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
と
し
ま
し
て
も

で
き
る
限
り
の
支
援
を
お
約
束
し
ま
す
。

柿
丸
青
年
部
会
長
：
40
周
年
事
業
は
「
能

動
創
繋（
の
う
ど
う
そ
う
け
い
）～
目
指
す

は
『
地
域
最
強
企
業
団
』
自
ら
が
動
き
繋

が
り
を
創
ろ
う
～
感
謝
・
絆
・
愛
・
未

来
へ
の
決
意
を
胸
に
!!
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。
ま

ず
、
５
月
14
日
に
記
念
事
業

を
行
い
ま
す
。
昨
年
開
館
し

た
枚
方
市
総
合
文
化
芸
術
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
橋
下 

徹
氏
に
よ
る
基
調
講
演
を
行

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
も

ご
参
加
頂
き
、
と
も
に
地
域

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
６
月
18
日
に

は
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
開
催

致
し
ま
す
。
ご
来
賓
、
ご
祝
辞
頂
け
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

久
門
会
頭
：
周
年
の
お
め
で
た
い
席
に

呼
ん
で
頂
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
切
な
節
目
で
す
ね
。
青
年
部
ら
し
い
、

活
気
に
満
ち
た
周
年
事
業
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

柿
丸
青
年
部
会
長
：
こ
の
際
、
会
頭
に
は

提
言
書
の
手
交
を
さ
せ
て
頂
き
、
ビ
ジ
ョ

ン
発
表
も
行
い
ま
す
。
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が

提
言
活
動
に
取
り
組
も
う
！
と
宣
言
し
、

提
言
に
取
り
組
む
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

か
ら
、
４
代
か
け
て
ま
と
め
上
げ
た
初
め

て
の
提
言
書
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ビ

ジ
ョ
ン
は
40
年
の
活
動
を
検
証
し
、
社
会

情
勢
や
会
の
目
指
す
方
向
性
を
踏
ま
え
て

練
り
上
げ
て
い
る
も
の
で
す
。
我
々
の
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
お
示
し
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
門
会
頭
：
そ
れ
は
楽
し
み
で
す
ね
。
地

域
の
未
来
を
担
う
青
年
部
の
皆
様
ら
し
い
、

溌
溂
と
し
た
提
言
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

柿
丸
青
年
部
会
長
：
主
管
す
る
日
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
全
国
会
長
研
修
会
も
、
奇
し
く
も
第
40

回
目
と
節
目
の
大
会
で
す
。
タ
イ
ト
ル
を

「
笑
売
繁
盛 

喜
多
大
阪
会
議
」
と
し
、
全

国
各
地
、
4
0
0
を
超
え
る
地
域
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
か
ら
北
大
阪
に
お
越
し
頂
く
べ
く
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。「
出
会
い
・
学
び
・

未
来　
常
識
を
超
え
る
価
値
の
創
造
」
を

テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
た

め
の
学
び
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
繋
が
る
出
会

い
の
機
会
と
す
る
と
同
時
に
、
大
阪
の
元

気
、
笑
い
を
各
地
域
に
お
持
ち
帰
り
頂
け

る
よ
う
な
大
会
を
計
画
中
で
す
。

久
門
会
頭
：
商
工
会
議
所
の
令
和
４
年
度 

事
業
計
画
に
お
い
て
「
青
年
部
全
国
会
長

研
修
会
の
実
施
」
を
重
点
項
目
の
一
つ
に

挙
げ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
こ
ら
れ
る
青
年

部
メ
ン
バ
ー
に
も
、
地
域
の
皆
様
に
対
し

て
も
、
北
大
阪
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会

と
捉
え
て
い
ま
す
。
協
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

柿
丸
青
年
部
会
長
：
令
和
４
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「O

P
E

N
 A

 N
E

W
 

ER
A
！

新
時
代
を
切
り
開
け
！
」
と
し

ま
し
た
。
商
工
会
議
所
の
基
本
計
画
に
も

あ
る
よ
う
に
、
昨
今
、
未
来
が
見
通
し
づ

ら
い
世
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
メ
ン
バ
ー
が
「
心
」

で
繋
が
り
、
一
丸
と
な
っ
て
新
し
い
時
代

を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
会
員
メ
リ
ッ
ト
を
着
実
に
提
供
し
な

が
ら
、
メ
ン
バ
ー
が
自
ら
動
き
「
み
ん
な

が
繋
が
り
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

久
門
会
頭
：
青
年
部
の
会
員
拡
大
と
組
織

と
し
て
の
成
長
は
商
工
会
議
所
に
と
っ
て

も
非
常
に
頼
も
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。
と
も
に
地
域
経
済

の
発
展
の
支
え
と
な
る
よ
う

精
進
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

青
年
部
メ
ン
バ
ー
の
メ

リ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
？

柿
丸
青
年
部
会
長
：
例
会
や

事
業
を
通
じ
て
の
直
接
的
な

学
び
も
あ
り
ま
す
が
、
今
年

度
は
メ
ン
バ
ー
同
士
の
「
関

柿丸青年部会長 久 門 会 頭

せいしょう

◆　青年部ニュース　◆　発行　北大阪商工会議所　青年部　広報委員会

http : / /k i taosaka -yeg . jp/
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係
の
質
の
向
上
」
に
こ
だ
わ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
参
加
し
、
大
い
に

交
流
を
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
委
員
会

で
事
業
構
築
を
と
も
に
行
う
な
ど
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
の
様
々
な
や
り
と
り
の
中
で
、
メ

ン
バ
ー
間
の
「
信
頼
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
「
実

績
」
へ
と
繋
が
り
、「
実
績
」
が
積
み
重
な

る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
に
繋
が
る
「
信

用
」
へ
と
発
展
し
ま
す
。
そ
う
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
の
成
果
に
繋
が
っ
て
こ
そ
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

な
ら
で
は
「
会
員
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
り
、

メ
ン
バ
ー
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

久
門
会
頭
：
と
も
に
活
動
す
る
こ
と
で
絆

が
で
き
、
そ
こ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に
発
展
す

る
と
い
う
の
は
青
年
部
な
ら
で
は
の
良
さ

で
す
ね
。

柿
丸
青
年
部
会
長
：
今
年
度
は
周
年
事
業
、

全
国
会
長
研
修
会
が
あ
り
、
全
国
か
ら
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
こ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
遠
方
の
事
業
に
参
加
し
、

今
ま
で
会
っ
た
こ
と
の
な
い
地
域
の
メ
ン

バ
ー
と
接
す
る
機
会
も
増
え
ま
す
。
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
視
点
か
ら
も
、
広
域
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
機
会
へ
と
繋
げ
て
頂
き
た
い
で

す
ね
。

久
門
会
頭
：
商
工
会
議
所
と
し
て
も
た
く

さ
ん
の
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て
い
る

の
で
、
も
っ
と
活
用
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

柿
丸
青
年
部
会
長
：
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

補
助
金
や
助
成
金
の
窓
口
な
ど
、
商
工
会

議
所
の
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て

商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
、
職
員
の
皆
様

と
の
連
携
窓
口
を
設
け
、
情
報
交
換
や
交

流
の
機
会
を
創
出
し
て
参
り
ま
す
。
北
大

阪
商
工
会
議
所
会
員
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
余
す
と
こ
ろ
な
く

活
用
で
き
る
よ
う
、
周
知
徹
底
し
て
参
り

ま
す
。

久
門
会
頭
：
商
工
会
議
所
の
活
動
に
は
、

大
企
業
も
中
小
企
業
も
、
み
ん
な
力
を
合

わ
せ
て
、
都
市
を
住
み
よ
く
、
働
き
や
す

い
と
こ
ろ
に
し
よ
う
と
い
う
念
願
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
業
種
別
部
会
や
、
委
員

会
に
も
積
極
的
に
ご
参
加
頂
き
た
い
で
す

ね
。
青
年
部
の
皆
様
も
、
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

対
談
を
終
え
て

柿
丸
青
年
部
会
長
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

令
和
４
年
度
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

久
門
会
頭
：
こ
ち
ら
こ
そ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
楽
し
い
お
話
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
自
社
の
発
展
、
地
域
社
会
の
発
展

の
た
め
、
共
に
協
力
し
て
頑
張
っ
て
参
り

ま
し
ょ
う
。
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北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159
枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザ「きらら」６Ｆ
枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173
北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和４年度スローガン

令和４年度会長　柿 丸 　 裕

OPEN A NEW ERA！新時代を切り開け！

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。会員募集



当所では令和４年４月18日、輝きプラザきらら
７階　たまゆらイベントホールにて、常議員会（久
門哲男会頭）を開催いたしました。谷本専務理事が
開会を告げ、久門会頭から挨拶の後、続けて議長に
就任されました。議事では、①北大阪商工会議所３
号議員の選任について、②役員・議員改選に伴う部
会別（２号議員）割当定数について、③新規会員加入
承認について、各々審議いただき、各議案ともに満
場一致で可決となりました。①の３号議員の選任に
関しては、会頭より選考委員会において選考を行う

旨提案があり、意義なく承認、その後、一時常議員
会を中断し、選考委員会が開催されました。常議員
会再開後、選考委員長の大森布実子税理士事務所の
大森 正氏より３号議員（案）が発表され、会頭から
選任について上程したところ、満場一致で承認され
ました。

続いて報告事項では、①役員議員の異動について、
②月間事業報告、③その他についてを報告しました。

当所では令和４年４月25日、枚方信用金庫本部
にて、連携協定の締結式を行いました。枚方信用金
庫の猪飼部長代理が開会を告げ、久門会頭・吉野理
事長からそれぞれ挨拶の後、締結書に署名を交わし
ました。連携協定では、コロナ禍や原材料高など経
営環境が不透明な中、両者とも枚方・寝屋川・交野
の３市を管轄することから、地域中小企業の経営改
善や販路拡大、人材確保、事業承継、DX対応など
課題解決サポートを協力して行っていく内容となっ

ています。これまでも地域中小企業に対して各種相
談業務や展示会の開催、新型コロナウイルス対策等
で個々に連携を図ることはありましたが、今回の協
定でより中身の濃い連携を図る枠組みができました。
久門会頭の挨拶では「今後は協定をベースに枚方
市・寝屋川市・交野市ともそれぞれ連携協定を結び、
事業者支援を充実していきたい」と連携の輪を広げ
ていく旨コメントがありました。
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３号議員を選任
－常議員会－

▪新入会員ご紹介▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）

４月30日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地

㈱GODSEND 建築塗装業 寝屋川市点野

申通エクスプレス㈱ 物流に関する業務の委託 大阪市港区築港

petica 美容室 枚方市北中振

㈱スタートライン 障害者雇用における採用から定着までの総合コンサルティング 枚方市長尾家具町

白糸美容室 お客様の骨格や髪質に合わせたヘアスタイルを提案する
美容室です 枚方市禁野本町

OY建装 塗装工事業 寝屋川市平池町

総合ケア㈱ 介護事業 寝屋川市大利元町

㈲マーク (可変)シール、ラベル、ステッカーの印刷・加工業
タック紙を「全抜きできる」 寝屋川市仁和寺本町

ルヴァン 季節製品、暑熱製品の企画開発・製造販売 枚方市車塚

岸本商店 厨房機器の修理メンテナンス 寝屋川市仁和寺本町

６月の専門相談・金融相談日
商工会議所の専門経営相談をご利用下さい

専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス 秘密

厳守
費用
無料!

きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154
枚方市駅前事務所　　　　　TEL 072（843）5157
寝屋川支所　　　　　　　　TEL 072（828）5151
交野支所　　　　　　　　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

注意：※金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072－843－5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員

法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ６月14日（火）・28日（火） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生

法 　　 律（於：寝屋川支所） ６月15日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生

税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ６月８日（水）・22日（水） 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　杉 本 隆 志 先生

労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生

特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生

金 　 融※

〈公庫・国民生活事業〉
（於：‌�きらら事務所にて

オンライン相談） 随　　　時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者

左から久門会頭と吉野理事長（ひらしんと当所との連携協定）

枚方信用金庫と連携協定を締結



北大阪商工会議所では中小企業への経営支援や会員の皆様を様々にサポートするサービス
ビジネスチャンスの拡大のお手伝いをいたします

当所では、よりきめ細かく企業様をサポートするため、多くの事業所様へ会員ご加入を呼びかけており
ます。お知り合い、お取引先で会議所未加入の事業所様がございましたら、是非ご紹介ください。

また、すでにご入会いただいております会員様で、代表者の変更、事業所の移転、連絡先の変更等がご
ざいましたら、総務部（TEL 072-843-5151）までご連絡ください。よろしくお願いいたします。

新規会員様を募集しております！新規会員様を募集しております！

小規模事業者経営改善資金融資制度

北大阪商工会議所 中小企業相談所 TEL（072）843-5154／寝屋川支所 TEL（072）828-5151／交野支所 TEL（072）892-6700
※ご利用いただける方の対象など、　詳細はお問合せください。

お問い合わせ先

無 担 保

無保証人

低 金 利
ご利用の
手続き ご相談

お申込
商　工
会議所

推薦 ご融資
日本政策
金融公庫

この制度は、小規模事業者の経営改善が促進されるよう設けられたもので、多くの事業所で活用されております。融資は、商工会議
所の経営指導を受けて経営の改善をしていこうとする方に、商工会議所の推薦により、保証人も担保も不要で、しかも低金利で日本
政策金融公庫から貸し出されるものです。

マル経融資マル経融資のご案内のご案内

融資額 2,000
� 万円以内

融資
期間

運転資金７年以内

設備資金10年以内 利 率 年利1.21%
（令和４年２月１日現在）

【 一般枠 】 【 新型コロナウイルス対策別枠 】
別枠で1,000万円

（条件有り）
融資額 年利0.31％ 利 率

（令和４年２月１日現在）

・当初３年間の特別利率
・利子補給により実質金利ゼロ
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CCI Information CCI Information

ひらっく(枚方市立地域活性化支援センター)
〒573-1159
枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/
F A X：‌�072-851-5384（セミナー名、参

加者名、住所、TEL、メールアドレ
スを明記）

T E L：050-7105-8080

事業の紹介、創業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook

お申し込み・お問い合わせ

テーマ：ネットショップを成功させるコツ

顧客創造セミナー 楽しく起業のコツが学べる♪
ひらかたビジネスカフェ

【ものづくり企業の経営者・リーダー・現場担当者等向け】

現場改善セミナー（全２回）

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

顧客創造の法則・プロセスを学ぶセミナーを開催し
ます。問題解決力のスキルアップも期待できます。
これから事業を始めたい方、顧客を獲得したい事業
者の方、ぜひご参加ください。講師はきらら創業実
践塾の塾長を務める真田兼光氏。

自身でも複数のネットショップを運営する講師に、
BASEやSTORES等を使ってネットショップを成功さ
せる秘訣を伺います。ネットショップに興味がある
方、ネットショップを作ったけれど、思うように売
れない方、ぜひご参加ください。（※操作方法の講座
ではありません。）

現場改善の着眼点と方法を講義と模擬演習でわかり
やすく解説します。３S（整理・整頓・清掃）活動に
取り組むコツが身につきます。最終日には改善に熱
心に取り組んでおられる㈱長濱製作所の工場見学も。

（状況により座学に変更の可能性あり）

日　時：６/25（土）13：00～16：00
会　場：輝きプラザきらら５階　セミナー室１
講　師：イージーリンク(株)
　　　　代表取締役　真田兼光 氏
定　員：10人（先着順）
参加費：無料
〔６/１（水）10：00より受付〕

日　時：６/26（日）14：00～16：00
会　場：‌�オンライン（Zoom）開催。前日までに招待

メールをお送りします。
講　師：(同)多田EC支援事務所
　　　　代表社員　多田優之 氏
対　象：起業に興味がある方
定　員：16人（先着順）
参加費：無料　　
〔６/２（木）10：00より受付開始〕

日　時：６/27(月) ９：00～16：00
　　　　７/11(月) ９：00～17：00
場　所：輝きプラザきらら５階　セミナー室１
講　師：大阪工業大学 情報科学部
　　　　データサイエンス学科  教授  皆川 健多郎 氏
定　員：10人（先着順）
参加費：無料
持ち物：筆記用具・昼食
〔６/３（金）10：00より受付開始〕



クラウドファンディング仲介事業
はじめました

会員
限定

随時受付中！
新たな会員サービスとして、国内最大のクラウドファンディング

「CAMPFIRE」の手数料割引サービスをはじめました。

当所経由でお申込みいただくと、通常手数料17%     15%
＊社会問題の解決に資するとCAMPFIRE社が判断したプロジェクトについては、９% → ７%

クラウドファンディングを実施したい会員事業所の皆様は、
お気軽に寝屋川支所までお問い合わせください。
TEL：072-828-5151　　Mail：hikoboshi@kocci.or.jp

＊プロジェクトが達成しなかった場合、手数料は発生しません。
＊通常のクラウドファンディングと同様、CAMPFIRE社の担当者がサポートします。
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CCI Information CCI Information

大阪大阪のの成長成長を支える、を支える、
「ものづくり」「ものづくり」・・「即戦力」「即戦力」の人財を育てる！の人財を育てる！

大阪府小規模事業経営支援事業　北大阪商工会議所・大阪府北大阪高等職業技術専門校活用事業

北大阪商工会議所では、大阪府北大阪高等職業技術専門校と連携し、製造業・建設業の従業員様の技術向上及び事務系
従業員様のスキルアップを目的とした人材育成講座を開催しております。貴社での人材育成にぜひ当講座をご活用ください。
お申込は専用ホームページからご入力ください。

上記講座の他、「宅地建物取引士勉強会」・「３次元cad応用編（Solidworks）」等、様々ご用意しており、当所会員事業所様
につきましては、１事業所２名まで全て無料で受講ができますので、ぜひご応募ください。

１、建築図面作成のためのJw_cad基礎講座（前期）　
　　令和４年６月３日（金）・６月10日（金）・６月17日（金）　　３日間

２、工業簿記入門
　　令和４年６月９日（木）・６月16日（木）・６月23日（木）　　３日間

３、安全衛生と機械製図（手描き）　
　　令和４年６月13日（月）・６月14日（火）　                   　　２日間　

会　場 ……  大阪府立北大阪高等職業技術専門校       
　　　　　  大阪府枚方市津田山手２‒11‒40（地図等の詳細は下記大阪府のHPをご参照ください）
　　　　　  http://www.pref.osaka.lg.jp/tc-kiosaka/info/access.html 
参加費 …… 会員事業所　無料・非会員事業所　おひとり 10,000円 
持参物 …… ‌�各講座により、ご用意していただくものが変わりますので、ホームページにてご確認をお願い致

します。また受講確認書でもご案内させていただきます。

お問合わせ：北大阪商工会議所　中小企業相談所指導課まで　TEL：072‒843‒5154

（すべてインターネットからの申込みとさせて頂いております。）
（１事業所２名まで、先着順になりますので、ご了承くださいませ。）

各講座の詳細及び受講申込につきましては、
専用ホームページをご確認願います。

Googleで

 https://www.shoko-gijutsu.jp/

 北大阪技専校活用事業技術訓練講座申込

左記の、URLにアクセスいただくか、

北大阪商工会議所ホームページのトップページからアクセスできます。

北大阪商工会議所

北大阪商工会議所ホームページへ入り、トップページの

 をクリックしてください。
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Nijiriguchi / Coverage Coverage

今
回
のN

ijiriguchi

の
主
人
公
は
、
寝

屋
川
市
で
企
業
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
ツ
グ 

ア
ン

ド 

カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
、

盛
田
清
人
氏（
58
歳
）だ
。
盛
田
氏
は
、
元
三

洋
電
機
ラ
グ
ビ
ー
部
で
活
躍
し
た
ラ
ガ
ー
マ

ン
。
引
退
後
は
、
同
社
の
宣
伝
や
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
な
ど
の
部
署
で
、
テ
レ
ビ
C
M
や
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
制
作
な
ど
に
携
わ
っ
た

P
R
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。
そ
の
後
、
首

都
圏
の
ス
ー
パ
ー
や
大
阪
の
靴
下
総
合
企

業
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
責
任
者
を
歴
任

し
、
2
0
1
5
年
に
独
立
。
地
元
の
寝
屋
川

市
で
創
業
し
た
。
現
在
は
、
本
業
で
あ
る

「
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」、
義
兄

か
ら
引
き
継
い
だ
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
な
ど
を

経
営
す
る
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
事
業
」、
そ
し

て
、
プ
ロ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
長
男
・
盛
田 

志（
こ
こ
ろ
）氏
と
、
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本

代
表
に
選
出
さ
れ
て
い
る
次
男
・
盛
田 

気

（
ち
か
ら
）氏
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

う
「
ラ
グ
ビ
ー
事
業
」
の
３
つ
の
事
業
を
多

角
的
に
経
営
し
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
３

つ
の
事
業
は
全
く
関
連
性
が
な
い
よ
う
に
も

思
え
る
が
、
実
は
、
根
底
に
あ
る
思
い
は
同

じ
だ
と
い
う
。
盛
田
氏
が
目
指
す
も
の
は
、

「
お
客
様
の
個
性
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
魅

力
づ
く
り
に
貢
献
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
を
届
け
る

こ
と
」。
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
企

業
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
美
容
サ
ロ
ン
が
あ
り
、
そ
し
て
、
ラ

グ
ビ
ー
の
P
R
を
通
じ
た
地
元
の
活
性
化
が

あ
る
と
い
う
。

大
体
大
→
三
洋
電
機
ラ
グ
ビ
ー
部
で

活
躍
し
た
ラ
ガ
ー
マ
ン

引
退
後
は
、
宣
伝
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を

徹
底
的
に
学
ん
だ

ま
ず
は
、
盛
田
氏
の
経
歴
を
ご
紹
介
し
た

い
。
盛
田
氏
は
、
高
校
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー
を

始
め
、
大
阪
代
表
と
し
て
出
場
し
た
「
び

わ
こ
国
体
」
で
優
勝
。
大
阪
体
育
大
学
に

進
学
し
、
学
生
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
る
。

1
9
8
7
年
、
三
洋
電
機
株
式
会
社（
当
時
）

に
入
社
。
ラ
グ
ビ
ー
部
で
L
O
と
し
て
活
躍

し
、
日
本
選
抜
に
も
選
ば
れ
た
華
麗
な
経
歴

の
持
ち
主
だ
。
当
時
は
、
プ
ロ
選
手
で
は

な
い
の
で
、
会
社
員
と
し
て
の
仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習
、
繁
忙
期

は
、
練
習
の
後
、
職
場
に
戻
っ
て
残
業
す
る

と
い
っ
た
過
酷
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
そ
う

だ
。
1
9
9
6
年
に
現
役
を
引
退
、
本
社
宣

伝
部
に
配
属
さ
れ
る
。
バ
リ
バ
リ
の
体
育
会

系
の
盛
田
氏
だ
が
、
元
々
、
文
章
を
書
く
こ

と
や
表
現
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
志
望
だ
っ
た
の
だ
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
原
作
で
読
み
、
N
Y
や
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

実
際
に
舞
台
を
見
て
、
映
画
も
鑑
賞
し
、
同

じ
作
品
で
も
表
現
や
演
出
が
ど
う
違
う
の
か

を
学
び
、
自
身
の
仕
事
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
な

げ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。
本
社
で
は
、
宣
伝
の

ほ
か
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
も
携
わ
っ
た
。
盛
田
氏
は
、「
ブ
ラ
ン
ド

と
は
『
魅
力
』。
他
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
企

業
や
商
品
の
魅
力
づ
く
り
を
い
か
に
し
て
い

く
か
を
ず
っ
と
考
え
て
い
た
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。
こ
の
間
、
所
ジ
ョ
ー
ジ
氏
を
起
用

し
た
「
テ
・
ブ
・
ラ
・
コ
ー
ド
る
す
」
の
テ

レ
ビ
C
M
や
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
「
エ
ネ

ル
ー
プ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
担
当
、
数
多

く
の
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
取
り
仕
切

り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
な
っ
た
。
自
ら
会
社
を
立
ち
上
げ
た
今
、

「
三
洋
電
機
時
代
に
、
宣
伝
や
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
に
つ
い
て
徹
底
的
に
考
え
、
モ
ノ
の
価
値

と
モ
ノ
の
値
段
を
見
極
め
て
適
正
コ
ス
ト
を

は
じ
き
出
し
た
経
験
が
今
に
活
き
て
い
る
」

と
語
る
。

2
0
1
1
年
、
盛
田
氏
に
転
機
が
訪
れ
る
。

三
洋
電
機
が
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
完
全
子
会
社

化
に
な
る
の
を
き
っ
か
け
に
退
社
を
決
意
。

決
断
の
理
由
に
つ
い
て
、「
当
時
、
三
洋
電

機
の
本
社
で
部
長
を
務
め
て
い
た
が
、
会
長

や
社
長
と
直
接
話
せ
る
会
社
だ
っ
た
。
し
か

し
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
、
非
常
に
大
き
な
組

織
で
縦
割
り
が
強
い
印
象
。
私
は
、
社
内
調

整
が
苦
手
だ
し
、
む
し
ろ
攻
撃
的
に
前
に

ど
ん
ど
ん
出
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
仕
事
を
し

た
い
と
思
っ
た
」
と
明
か
し
て
く
れ
た
。
そ

し
て
、
オ
ー
ナ
ー
企
業
で
仕
事
を
し
た
い
と
、

首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
株
式
会
社O

lym
pic

、

全
国
で
「
靴
下
屋
」
を
展
開
す
る
タ
ビ
オ
株

式
会
社
で
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
責

任
者
を
歴
任
し
、
2
0
1
5
年
に
独
立
。
地

元
の
寝
屋
川
市
で
創
業
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
事
業
の
二
本
柱

社
名
の
「
ツ
グ 

ア
ン
ド 

カ
ン
パ
ニ
ー
」

に
は
、
盛
田
氏
が
尊
敬
す
る
幕
末
の
人
物
、

越
後
長
岡
藩
家
老
・
河
井
継
之
助(

つ
ぐ
の

す
け)

の
よ
う
に
「
高
い
志
と
理
想
を
も
っ

て
、
お
客
様
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
強
い

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

創
業
時
は
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
と
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
事
業
の
２
本
柱
で
始

ま
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
事

業
に
も
「
お
客
様
の
個
性
を
最
大
限
発
揮
さ

せ
る
魅
力
づ
く
り
に
貢
献
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
を

届
け
る
」
と
い
う
共
通
の
思
い
が
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、

三
洋
電
機
時
代
に
培
っ
た
経
験
や
人
脈
を
活

か
し
、
大
手
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

の
立
案
・
企
画
・
制
作
や
、
Ｐ
Ｒ
映
像
や
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
制
作
な
ど
を
数
多
く
手
が
け
る
。
例

え
ば
、「
く
ら
寿
司
」
の
天
然
魚
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
紹
介
す
る
映
像
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

で
対
面
や
接
触
の
機
会
を
な
く
し
た
新
た
な

店
舗
を
P
R
す
る
映
像
を
企
画
・
制
作
。
株

式
会
社
シ
リ
ウ
ス
が
販
売
す
る
世
界
初
の
次

亜
塩
素
酸
空
気
清
浄
機
「
ウ
イ
ル
ス
ウ
ォ
ッ

シ
ャ
ー
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
柔
道

の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
松
本 

薫
氏
を
起
用
し

て
い
る
。

一
方
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
事
業
で
は
、
寝
屋

川
市
と
枚
方
市
で
、
ヘ
ア
・
ネ
イ
ル
・
ア
イ

の
サ
ロ
ン
を
３
店
舗
経
営（
2
0
2
2
年
４

月
現
在
）。
義
兄
か
ら
引
き
継
い
だ
事
業
で
、

盛
田
氏
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
薄
い
業
界
だ
。

そ
れ
に
加
え
、「
そ
の
数
は
コ
ン
ビ
ニ
よ
り

多
い
」
と
言
わ
れ
る
美
容
室
は
、
人
材
の
確

保
が
非
常
に
難
し
い
。
こ
の
た
め
盛
田
氏
は
、

改
革
を
進
め
て
経
営
の
効
率
化
を
図
る
と
同

時
に
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
盛
田
氏
に
と
っ
て
初
め
て
の
サ

ロ
ン
経
営
だ
が
、
実
は
、
ス
ー
パ
ー
で
の

経
験
が
役
立
っ
た
と
い
う
。「
答
え
は
本
部

で
は
な
く
、
現
場
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
」。

ス
ー
パ
ー
時
代
、
売
り
上
げ
に
伸
び
悩
む
店

舗
が
あ
っ
た
ら
、
本
部
で
原
因
を
分
析
・
検

討
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
の
店
舗
に
行
っ

て
現
場
で
従
業
員
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
話

す
。
現
場
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
働

い
て
い
る
か
ど
う
か
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、「
現
場
の
役

割
分
担
を
決
め
、
チ
ェ
ッ
ク
、
フ
ォ
ロ
ー
の

仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
上
に
立
つ
者
の
仕
事

だ
」
と
当
時
の
社
長
か
ら
教
わ
っ
た
そ
う
だ
。

盛
田
氏
は
、
そ
の
教
え
を
サ
ロ
ン
で
も
実
践
。

毎
日
の
朝
礼
に
、
盛
田
氏
が
出
席
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。
そ
し
て
、
店

内
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整
理
・
整
頓
・
清
掃
、

看
板
や
販
促
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
制
作
、
ワ
ゴ
ン
の
管

理
、
雑
誌
の
更
新
な
ど
、
現
場
で
は
様
々
な

細
か
い
業
務
が
あ
る
。
こ
う
し
た
日
々
の
業

務
を
お
客
様
目
線
で
、
如
何
に
自
主
的
に
改

善
さ
せ
な
が
ら
取
り
組
め
る
か
が
課
題
だ
っ

た
が
、 

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
役
割
を
分
担
し

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
ル
ー
ル
を
決
め
、
共
有

し
実
行
し
て
い
く
た
め
の
シ
ー
ト
を
導
入
し
、

月
に
一
回
、
朝
礼
で
発
表
し
て
も
ら
う
よ
う

な
仕
組
み
を
作
っ
た
。
加
え
て
、
最
新
の
カ

ラ
ー
や
縮
毛
矯
正
の
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
研

修
や
、
何
よ
り
も
「
靴
下
屋
」
で
も
学
ん
だ

お
悩
み
を
解
決
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力

（
提
案
力
）の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
現

在
、
正
社
員
や
契
約
社
員
合
わ
せ
て
18
人
の

ス
タ
ッ
フ
が
い
る
が
、
子
育
て
を
し
な
が
ら

働
く
マ
マ
美
容
師
も
多
い
そ
う
だ
。
そ
し
て
、

今
の
時
代
に
合
わ
せ
て
自
由
参
加
制
で
、
ス

タ
ッ
フ
の
誕
生
日
会
や
旅
行
な
ど
も
企
画
し
、

チ
ー
ム
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
。

三
本
目
の
柱
が
、

プ
ロ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

２
年
前
か
ら
は
、
ラ
グ
ビ
ー
事
業
も
ス

タ
ー
ト
。
盛
田
氏
の
三
人
の
ご
子
息
は
、
全

員
が
現
役
の
ラ
ガ
ー
マ
ン
な
の
だ
。
ラ
グ

ビ
ー
事
業
部
門
に
は
、
現
在
、
長
男
の
盛
田

志
選
手
と
、
次
男
の
盛
田 

気
選
手
が
社
員

と
し
て
所
属
し
て
い
る
。
そ
し
て
C
T
B
、

W
T
B
、
F
B
の
志
選
手
は
、
清
水
建
設
江

東
ブ
ル
ー
シ
ャ
ー
ク
ス
に
、
W
T
B
、
F
B

の
気
選
手
は
、
宗
像
サ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ス

に
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
選
手
と
し
て
入
団
。
気
選

手
は
、
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
に
選
ば

れ
、
2
0
2
4
年
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

目
指
し
て
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。
盛
田
氏
は
、

所
属
選
手
と
し
て
、
二
人
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
展
開
す
る
。
二
人
は
、
先
述
の
美
容
室

の
ヘ
ア
モ
デ
ル
も
務
め
て
い
て
、
ま
ず
は
地

元
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
ラ
グ
ビ
ー
全
体
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
の
が
狙
い
だ
。

夏
に
は
サ
ロ
ン
の
新
規
店
舗
を
オ
ー
プ
ン

若
い
世
代
の
顧
客
獲
得
狙
う

地
元
・
寝
屋
川
で
創
業
し
て
か
ら
７
年
。

こ
の
夏
に
は
、
寝
屋
川
市
駅
の
近
く
に
サ
ロ

ン
を
も
う
１
店
舗
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
だ
。

主
に
若
い
世
代
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
、
顧
客
の

新
規
獲
得
の
た
め
、
盛
田
氏
は
、
当
商
工

会
議
所
主
催
のG

oogle

マ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
や

Instagram

な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
に
積
極
的
に

参
加
。
そ
の
縁
で
、
当
所
情
報
セ
ン
タ
ー
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
し

て
い
る
。
盛
田
氏
は
、「
サ
ロ
ン
は
、
自
宅

と
職
場
・
学
校
の
間
の
い
わ
ば
第
三
の
場
所
。

気
楽
に
来
て
い
た
だ
け
る
地
域
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
し
た
い
。
ラ
グ

ビ
ー
も
地
元
の
代
表
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
っ
て
地
元
を
盛

り
上
げ
、
ハ
ッ
ピ
ー
を
届
け
た
い
」
と
語
る
。

目
指
す
は
、「
地
域
で
一
番
魅
力
が
あ
る
店
、

会
社
」
だ
。

Nijiriguchi
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Email：big-m@kisyu.or.jp
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ツグ アンド カンパニー株式会社 代表取締役 盛田清人 氏

元
三
洋
電
機
の
ラ
ガ
ー
マ
ン
が
地
元
で
創
業

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
美
容
、
ラ
グ
ビ
ー
の

多
角
経
営
で
“
お
客
様
に
ハ
ッ
ピ
ー
を
届
け
た
い
”

次男　盛田 気 氏（宗像B所属） 長男　盛田 志 氏（江東BS所属）

代表取締役　盛田清人 氏

日本代表の気 氏と代表取締役の盛田 氏
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◇
「
枚
方
」「
交
野
ケ
原
」
地
名
の
源
流

い
ま
か
ら
7
0
0
0
年
～
6
0
0
0
年

前
、
縄
文（
時
代
）早
期
か
ら
前
期
に
か
け

て
、
気
候
が
急
激
に
温
暖
化
し
、
氷
が
融
け

て
世
界
中
の
海
水
面
が
上
昇
す
る
。
今
よ
り

１
～
２
ｍ
も
高
く
な
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
を

日
本
で
は
「
縄
文
海
進
」
と
い
う
。
上
町
台

地
の
突
端
か
ら
、
古
河
内
平
野
に
海
水
が
入

り
こ
み
、
淀
川
中
流
く
ら
い
ま
で
海
水
が
浸

し
た
。
今
の
伊
加
賀
か
ら
香
里
園
駅
近
く
ま

で
海
岸
線
が
接
近
し
、
枚
方
の
中
心
部
や
磯

島
、
牧
野
に
か
け
て
の
地
域
は
、
淀
川
が
運

ぶ
砂
に
よ
っ
て
河
口
三
角
州
に
な
り
、
広
い

潟（
平
潟 

ひ
ら
か
た
）に
な
っ
た
。
そ
の
周

囲（
潟
野 

か
た
の
）に
は
、
古
い
大
阪
層
群

に
堆
積
し
た
砂
礫
層
が
隆
起
し
た
微
高
地
が

広
が
り
、
広
大
な
野（
潟
野　
か
た
の
）を
形

成
し
、
低
木
な
ど
が
生
い
茂
っ
て
い
た
。
縄

文
の
人
々
は
貝
や
魚
を
捕
る
た
め
ひ
ら
潟
に

入
り
、
鳥
獣
の
捕
獲
の
た
め
潟
野
に
踏
み
込

ん
だ
。
人
々
は
1
0
0
0
年
以
上
続
い
た
温

暖
で
実
り
が
よ
く
鳥
獣
に
恵
ま
れ
た
土
地
を

強
く
記
憶
し
、「
ひ
ら
か
た
」
と
か
「
か
た

の
が
は
ら
」
と
呼
ん
だ
。
海
進
が
終
わ
り
、

淀
川
の
中
流
が
復
元
し
た
後
も
、
地
名
「
枚

方
」「
交
野
ケ
原
」
の
源
流
に
な
っ
た
と
想

像
す
る
。

縄
文
の
人
々
は
、
魚
貝
を
捕
る
た
め
水
辺

へ
、
ま
た
、
鳥
獣
を
追
っ
て
、
交
野
ケ
原
の

山
野
を
訪
れ
た
。
だ
が
、
縄
文
の
人
々
は
、

ま
だ
枚
方
や
交
野
ケ
原
に
定
住
す
る
に
は
い

た
っ
て
い
な
か
っ
た
。

◇
交
野
ケ
原
の
夜
明
け

水
稲
耕
作（
水
耕
）が
広
が
る
弥
生
時
代

（
以
下
、
弥
生
）、
そ
れ
も
弥
生
中
期（
紀
元

前
２
世
紀
～
紀
元
後
１
世
紀
）に
、
人
々
は

淀
川
伝
い
に
天
野
川
や
穂
谷
川
、
船
橋
川
水

系
に
入
り
込
み
、
水
耕
を
始
め
る
。
交
野
ケ

原
の
水
耕
伝
播
は
ず
い
ぶ
ん
遅
か
っ
た
の
だ
。

人
々
は
、
小
さ
な
水
辺
を
開
墾
、
水
耕
し
、

地
縁
的
な
集
団
生
活
を
行
っ
た
。
水
害
の
な

い
安
全
な
段
丘
を
探
し
、
集
落
を
作
り
、
定

住
す
る
。

天
野
川
水
系
は
、
谷
底
平
野
が
深
く
、
し

か
も
段
丘
が
崖
で
防
御
に
適
し
て
い
た
た
め
、

多
く
の
集
落
が
生
ま
れ
る
。
星
丘
か
ら
村
野

に
か
け
て
集
落
が
展
開
、
星
丘
西
遺
跡
等
が

成
立
す
る
。
穂
谷
川
水
系
で
も
台
地
上
に
交

北
城
ノ
山
遺
跡
等
が
成
立
す
る
。

集
落
が
出
来
る
と
、
人
々
を
率
い
る
リ
ー

ダ
ー
、
首
長
が
生
ま
れ
る
。
首
長
は
稲
作
で

生
じ
た
富
を
蓄
え
、
人
々
の
間
に
格
差
が
出

来
る
。
星
丘
西
遺
跡
で
は
居
住
域
の
西
方
に
、

方
形
周
溝
墓
な
ど
が
集
中
す
る
首
長
の
墓
域

が
出
来
、
階
層
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
表
す
。

シ
ャ
ー
マ
ン
の
線
刻
が
あ
る
土
器
も
出
土
し

て
い
る
。

穂
谷
川
水
系
で
は
、
交
北
城（
じ
ょ
う
）ノ

山
遺
跡
で
も
首
長
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
力
の

差
で
、
三
段
階
の
方
形
周
溝
墓
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。

◇
戦
い
の
時
代

首
長
は
、
よ
り
大
き
な
富
を
求
め
て
、
他

の
首
長
と
戦
い
を
始
め
る
。

天
野
川
水
系
で
は
左
岸
の
集
落
で
、
防
御

の
Ｖ
字
状
の
防
御
用
溝
を
掘
っ
た
も
の
が
出

現
し
て
い
る
。

穂
谷
川
水
系
の
城
ノ
山
遺
跡
は
、
谷
が
浅

く
、
集
落
は
穂
谷
川
を
越
え
て
東
へ
約
２
キ

ロ
の
防
御
に
適
し
た
一
段
高
い
丘
陵
、
田
口

山
遺
跡
等
へ
移
住
す
る
。
そ
こ
で
大
き
な
Ｖ

字
溝
を
備
え
た
「
高
地
性
集
落
」
を
形
成
す

る
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
集
落
は
、
長
尾
西
、

出
屋
敷
、
ご
ん
ぼ
う
山
、
藤
阪
東
遺
跡
な
ど

に
散
開
す
る
。
こ
の
結
果
、
こ
の
あ
た
り
の

古
墳
造
営
は
数
十
年
遅
れ
た
の
だ
ろ
う
。

弥
生
後
期（
紀
元
後
２
世
紀
～
３
世
紀
）

は
「
戦
い
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。
地
域
、
村
、

大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
ま
で
土
地
や
富
を
得
る
た

め
戦
っ
た
。
中
国
の
史
書
で
書
か
れ
る
倭
の

「
大
乱
」
で
あ
る
。
戦
い
に
勝
ち
、
富
と
権

力
を
も
っ
た
大
首
長
が
、
濠
や
柵
で
囲
ん
だ

首
長
館
を
構
え
る
。
弥
生
末
期
、
天
野
川
水

系
の
低
地
で
は
、
こ
う
し
た
大
首
長
が
丘
陵

近
く
に
弥
生
墳
丘
墓
を
築
く（
中
宮
ド
ン
パ

遺
跡
）。

天
野
川
水
系
に

箸
墓
相
似
の
古
墳

◇
古
墳
時
代
の
幕
開
け

弥
生
終
末
期（
紀
元
後
２
世
紀
～
３
世
紀
）、

小
国
に
分
れ
て
争
っ
て
い
た
国
々
が
、
巫
女

（
シ
ャ
ー
マ
ン
）で
あ
る
卑
弥
呼
を
共
立
し
て

倭
国
の
王
と
し
、
大
乱
が
収
ま
る
。
卑
弥
呼

の
死
後
、
再
び
混
乱
が
生
じ
る
が
、
宗
女
台

与（
と
よ
）を
立
て
収
ま
る
。
男
王
と
共
同
統

治
を
行
う
。
や
が
て
ヤ
マ
ト
王
権
の
成
立
と

な
る
。

３
世
紀
半
ば
以
降
、
ヤ
マ
ト
王
権
を
中
心

に
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
が
で
き
、
互
い
を
承
認

し
あ
う
協
調
体
制
が
生
ま
れ
る
。
ヤ
マ
ト
王

権
は
、
各
地
の
古
墳
の
特
徴
を
集
積
し
た

「
前
方
後
円
墳
」
を
創
始
、
画
一
的
な
葬
送

儀
礼
を
行
い
全
国
各
地
に
前
方
後
円
墳
が
同

時
発
生
的
に
造
営
さ
れ
る
。
ヤ
マ
ト
王
権
に

よ
る
前
方
後
円
墳
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

が
古
墳
時
代
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。

◇
箸
墓
古
墳
で
き
る

古
墳（
時
代
）前
期
は
３
世
紀
半
ば
か
ら
４

世
紀
末
と
さ
れ
る
。
大
和
で
は
ヤ
マ
ト
王
権

に
よ
り
、
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
誕
生
す

る
。
な
か
で
も
箸
墓
古
墳（
奈
良
県
、
桜
井

市
、
全
長
2
8
0
メ
ー
ト
ル
）は
、
出
現
期

で
は
最
大
、
前
方
部
が
三
味
線
の
バ
チ
型
で
、

出
土
し
た
特
殊
器
台
の
示
す
年
代
か
ら
み
て

３
世
紀
前
半
造
営
と
さ
れ
る
。
卑
弥
呼
の
墓

と
も
い
わ
れ
る
が
、
時
期
的
に
は
合
致
せ
ず
、

ヤ
マ
ト
王
権
成
立
後
の
造
営
で
あ
ろ
う
。
こ

の
箸
墓
に
相
似
し
た
古
墳
が
、
木
津
川
沿
い

（
例
え
ば
椿
井
大
塚
山
古
墳　

３
世
後
半
な

ど
）な
ど
に
築
か
れ
る
。
大
和
か
ら
の
水
上

交
通
路
、
木
津
川
、
淀
川
の
沿
岸
等
に
、
ヤ

マ
ト
王
権
の
影
響
が
及
ん
だ
の
だ
。
淀
川
左

岸
、
天
野
川
水
系
に
箸
墓
の
相
似
墳
が
生
ま

れ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

◇
箸
墓
相
似
の
古
墳

天
野
川
水
系
で
は
、
上
流
部（
交
野
市
森
）

を
見
下
ろ
す
地
に
、
森
古
墳
群
が
築
か
れ
る
。

１
号
墳
の
雷
塚
が
最
大
で
全
長
1
0
6

メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
バ
チ
型
、
箸
墓
相
似
の

古
式
の
前
方
後
円
墳
で
、
３
世
紀
末
か
４
世

紀
初
頭
の
造
営
で
あ
る
。
２
～
５
号
墳
の
前

方
後
円
墳
は
４
世
紀
に
か
け
て
、
首
長
系
譜

で
順
に
築
か
れ
た
の
だ
。
大
和
へ
通
じ
る
天

野
川
を
見
下
ろ
す
立
地
で
、
先
に
ヤ
マ
ト
王

権
の
影
響
下
に
入
っ
た
の
だ
。
古
墳
群
の
東
、

尾
根
筋
を
2
0
0
ｍ
行
っ
た
最
高
所
、
三
嶋

方
面
ま
で
展
望
出
来
る
標
高
2
0
3
ｍ
の
地

に
、
鍋
塚
古
墳（
森
６
号
墳 

全
長
65
ｍ
）が

あ
る
。
１
号
墳
よ
り
高
所
に
あ
り
、
造
営
も

よ
り
古
い
可
能
性
が
あ
る
。
前
方
後
方
墳
で

あ
り
、
複
雑
な
造
営
の
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
交
野
市
で
は
、
こ
の
後
、
４

世
紀
末
か
ら
５
世
紀
初
頭
、
北
側
低
地
で
、

首
長
系
譜
と
見
ら
れ
る
古
墳
中
期
の
車
塚
古

墳
群
が
現
わ
れ
る
。

下
流
部
で
は
、
４
世
紀
初
頭
、
前
方
部

バ
チ
型
、
箸
墓
相
似
の
古
式
の
前
方
後
円

墳
、
禁
野
車
塚
古
墳（
宮
之
阪
５
丁
目　

国

史
跡
）が
築
か
れ
る
。
交
野
線
宮
之
阪
駅
近

く
、
星
丘
西
遺
跡
が
立
地
す
る
交
野
台
地
先

端
の
低
地
で
あ
る
。
台
地
側
に
後
円
部
、
天

野
川
方
向
に
前
方
部（
削
平
さ
れ
て
い
る
）を

お
く
。
築
造
時
、
全
長
約
1
2
0
メ
ー
ト
ル
、

枚
方
、
交
野
で
は
最
大
で
、
見
る
か
ら
に
雄

大
で
あ
る
。
下
流
部
も
ヤ
マ
ト
王
権
の
影
響

下
に
入
っ
た
の
だ
。（
写
真
①
）

中
流
部
に
も
、
古
墳
前
期
、
４
世
紀
の
、

妙
見
山
、
藤
田
山
古
墳
等
が
築
か
れ
る
。
天

野
川
水
系
の
古
墳
造
営
が
他
水
系
に
比
し
て

卓
越
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
最

大
で
も
、
1
2
0
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
に
と
ど

ま
っ
た
の
は
、
交
野
ケ
原
の
野
山
に
阻
ま
れ
、

稲
作
の
拡
大
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

禁
野
車
塚
古
墳
よ
り
や
や
遅
い
４
世
紀
初

頭
、
萬
年
寺
山
古
墳（
枚
方
上
之
町
）が
築
か

れ
る
。
枚
方
丘
陵
の
北
端
、
意
賀
美
神
社
社

務
所
の
付
近（
廃
寺
と
な
っ
た
萬
年
寺
跡
）に

お
い
て
、
明
治
37
年（
1
9
0
4
）、
旧
枚
方

小
学
校
の
運
動
場
造
成
工
事
の
際
、
鏡
、
木

棺
の
破
片
な
ど
が
、
偶
然
、
発
見
さ
れ
た
。

魏
か
ら
舶
載
の
三
角
縁
神
獣
鏡
等
が
８
面
発

掘
さ
れ
、
破
片
か
ら
高
野
槙
製
の
割
竹
形
木

棺
が
粘
土
か
く
で
取
り
巻
か
れ
て
い
た
と
さ

れ
る
。
淀
川
低
地
を
見
下
ろ
す
立
地
で
、
豪

華
な
副
葬
品
か
ら
ヤ
マ
ト
王
権
の
影
響
下
に

あ
っ
た
首
長
墓
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
従
属

墓
の
箱
型
石
棺
の
石
材
の
系
統
か
ら
禁
野
車

塚
古
墳
の
被
葬
者
と
関
係
が
あ
る
と
も
い
わ

れ
る
。
天
野
川
河
口
を
出
て
淀
川
低
地
の
一

部
を
支
配
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
墳
形
を

と
ど
め
な
い
。
発
見
さ
れ
た
貴
重
な
三
角
縁

神
獣
鏡
は
、
残
念
な
が
ら
地
元
に
は
な
く
東

京
大
学
理
学
部
人
類
学
教
室
で
す
べ
て
保
管

さ
れ
て
い
る
。

◇
美
し
い
牧
野
車
塚

牧
野
車
塚
古
墳（
車
塚
１
丁
目 

国
史
跡
）

は
周
溝
、
外
堤
を
備
え
た
府
下
で
も
、
屈
指

の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
全
長
1
0
7
・
５

メ
ー
ト
ル
、
穂
谷
川
を
北
に
、
東
に
前
方
部
、

西
に
後
円
部
を
置
く
。
最
近
、
鰭
付
円
筒
埴

輪
が
見
つ
か
り
、
４
世
紀
半
ば
、
古
墳
前
期

と
判
明
し
た
。
一
説
に
は
、
禁
野
車
塚
古
墳

の
首
長
系
譜
が
、
穂
谷
川
水
系
に
支
配
地
を

移
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
周
辺
に
後
続
の
赤

塚
山
、
権
現
塚
な
ど
の
名
が
残
る
首
長
墓
が

あ
り
、
牧
野
車
塚
古
墳
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る

首
長
系
譜
が
古
墳
群
を
形
成
し
、
７
世
紀
初

頭
ま
で
継
続
し
た
よ
う
だ
。
墳
丘
に
登
る
こ

と
が
で
き
、
木
立
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
古
墳

で
あ
る
。

◇
姫
塚
古
墳
に
見
学
ル
ー
ト
を

枚
方
公
園
駅
か
ら
南
へ
数
分
、
姫
塚（
ひ

め
づ
か
）古
墳（
伊
加
賀
寿
町
）を
紹
介
し
た

い
。
交
野
ケ
原
か
ら
は
隔
絶
す
る
が
、
筆
者

の
故
郷
、
伊
加
賀
に
あ
り
、
小
学
生
の
頃
、

登
っ
て
遊
ん
だ
懐
し
い
古
墳
で
あ
る
。
ヤ
マ

ト
王
権
下
、
淀
川
の
低
地
を
開
墾
し
た
首
長

が
、
古
墳
中
期
、
５
世
紀
後
半
に
造
営
し
た

よ
う
だ
。
近
く
に
２
条
の
溝
が
検
出
さ
れ
、

円
筒
埴
輪
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
現
況
は
高

さ
約
３
ｍ
の
不
整
楕
円
形
の
マ
ウ
ン
ド
状
で
、

こ
の
時
期
と
し
て
は
大
き
い
直
径
40
ｍ
以
上

の
前
方
後
円
墳
か
円
墳
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

今
も
変
わ
ら
ず
雑
木
や
笹
、
葭
が
生
え
て
い

る
。
親
か
ら
、「
入
っ
た
ら
あ
か
ん
。
葭
は

と
る
な
。
腹
痛
に
な
る
」
と
い
わ
れ
た
も
の

だ
。
周
辺
で
韓
式
系
土
器
も
見
つ
か
り
、
渡

来
人
も
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
全
く
年
代
が

合
わ
な
い
が
、
地
元
で
は
百
済
王
氏
俊
哲
の

姫
の
墓
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
。「
明
信
」

の
墓
と
い
わ
れ
る
官
女
塚
な
ど
と
伊
加
賀
古

墳
群
を
形
成
し
た
が
、
形
を
と
ど
め
る
の
は

姫
塚
だ
け
で
あ
る
。
京
阪
園
芸
の
農
園
と
住

宅
に
囲
ま
れ
、
近
寄
れ
な
い
。
1
6
0
0
年

前
、
伊
加
賀
を
開
拓
し
た
人
々
が
築
い
た
貴

重
な
古
墳
を
い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
が
、
せ

め
て
公
道
か
ら
の
見
学
ル
ー
ト
を
作
り
、
説

明
板
が
ほ
し
い
も
の
だ
。（
写
真
②
）

（
参
考
）、「
郷
土
枚
方
の
歴
史
」「
枚
方
風

土
記
」　

枚
方
市
、「
枚
方
の
歴
史
」　

西
田

敏
秀
他
著
、「
ヤ
マ
ト
政
権
」　
吉
村
武
彦
著

（
岩
波
新
書
）、「
北
河
内
の
古
墳
」　
西
田
敏

秀
他
著（
財
団
法
人
交
野
市
文
化
財
事
業
団
）

交
野
ケ
原
の
夜
明
け

谷
の
小
平
野
を
開
墾

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長 

堀
家
啓
男

交
野
ケ
原
編

North Notes of Historia

①禁野車塚古墳の後円部

②見学ルートの整備が待たれる姫塚古墳、北西方向からの姿



◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひご活用ください！

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供を頂ける事業所様を募集中。
コーナーでは、屋号と事業内容について
無料掲載させて頂きます。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで

名　　称　エンラージ株式会社 
住　　所　〒573-0055 枚方市伊加賀本町10-８
電話番号　072-804-4150

平成25年３月１日より事業用物件専門として、創業させて頂きました。
これまでの失敗と経験を活かし、皆様のお力になれるよう日々努力して参ります。
創業融資の相談・創業計画書作成の勉強会も行っております。
お気軽にご相談ください。

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
キャンペーン情報や新着店舗のご案内をニュースにて発信しています。
LINEからの投稿は簡単で、スマホから手間なく情報発信ができています！
また、YouTube　えんらじちゃんねるでは枚方市・寝屋川市・交野市で活躍するお店の
情報をメインに「食レポ」「顧客様との対談」「お店見せて」の企画をしています。
ご覧ください！https://www.youtube.com/channel/UC-Fa86MSK77IdI1y6wtSjCQ
-----‌�エンラージ株式会社　代表取締役　上領貴文 様 お声を
聞かせて頂きありがとうございました。

〜 エンラージ株式会社  〜
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建物の様々な管理にお困りのオーナー様に朗報!!

一般労働者派遣随時登録┃清掃・警備・設備社員随時募集

■総合ビル管理■病院清掃■警備業務■一般労働者派遣 etc.お気軽にお問合せ下さい。

地元で愛され55年、更なる安心・安全で皆様に貢献していきます

ビル・病院・施設等の総合管理
我々が一括管理致します。

TEL.072-834-2927
枚方市出口３-１-20（FAX.072-834-0417）

大建管理株式会社
URL http://www.daikenkk.com/
E-mail daikenkk@ninus.ocn.ne.jp
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会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  3,500会員3,500会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等3,600社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※‌�なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

枚方市尊延寺899-2

プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残
念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも3,600の会員企業や北大阪の企業人1,500人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告を始めます！
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。

北大阪商工会議所 総務部
The NORTH 編集室

TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス

リリース
LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!!

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00



The NORTH 2022 June The NORTH 2022 June 23

Trivia

令和４年６月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　物語　ウクライナの歴史	 黒 川 祐 次 著(中央公論新社　 ¥946)

2 位　統計でウソをつく法	 ダレル・ハフ 著(講談社 ¥1,012)

3 位　なぜ、読解力が必要なのか？	 池 上 　 彰 著(講談社　 ¥946)

4 位　独裁者プーチン	 名 越 健 郎 著(文藝春秋　 ¥990)

5 位　佐藤優の集中講義　民族問題
佐 藤 　 優 著(文藝春秋　 ¥913)

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪
全国

1.31

2.16

2.422.5
2.7
2.9
3.1

３月２月R４.１月12月11月R３.10月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.69
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※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（３月末人口）
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